
熊本地震について

４月１６日熊本県熊本地方を震源とする、マグニチュード７.３の強い地震が熊本県
内と大分県内の広い範囲で発生しました。
現在でも余震や天候の悪化によって、被害拡大や倒壊家屋等の二次被害が起こる可能

性を指摘されており、避難指示や避難勧告が出される状況が続いています。
渋川市社協では震災翌週より熊本地震への義援金を募り、４月２８日に中央共同募金

会を通じて義援金１７０,６１６円を被災地へ送金させていただきました。
みなさまのご協力に心より感謝申し上げます。

１

介護予防おうえんポイント制度

６月１日より介護予防おうえんポイント制度が新たに始まります。特定の条件を満た
したボランティア活動を行うことで、ポイントが貯まりそのポイントを翌年度に換金す
ることができるという制度です。
詳細につきましては社協ホームページ、各社協事務所、ボランティアセンターにてチ
ラシを配付してありますので、ご確認ください。
ご不明な点等がございましたら、下記までお問合せください。

対 象 者 ６０歳以上の高齢者
対象 活動 市が指定した介護保険施設での活動、市が主催又は共催する事業で

の活動
※対象者、対象活動の詳細はチラシにて周知させていただいています

お問合 せ ℡ 0279-25-0500（社協総務企画課 在宅福祉グループ）
担当：角田、樺澤
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エコキャップ運動 実績報告

平成２７年度に社協へお持ちいただいた「エコキャップ」の総数は１,９６６ｋｇでし
た。
エコキャップは１Kg（約４３０個）１０円で売却され、そのお金がポリオワクチンを

必要としている世界中の子ども達のワクチン代となります。
エコキャップ２Kg（２０円）でポリオワクチン1人分となりますので、昨年度は９８３

人分のワクチンが送られたことになります。
ご協力いただきありがとうございました。
渋川市社協ボランティアセンターでは、今年度も引き続きエコキャップを回収しており

ますので、ぜひご協力のほどお願いいたします。
※ポリオワクチンは小児まひ用のワクチン

独立行政法人国立病院機構
渋川医療センター

ボランティアさんと職員が一緒になって渋川・北毛地域の中核となる病院作りを目指し
ていきませんか？

内 容 総合案内ボランティアとして、病院に来られる患者さんやご家族様向け
に院内案内や車椅子介助、環境整備などをお願いしております。

日 時 祝祭日を除く、月曜日から金曜日までの午前中
場 所 渋川医療センター 渋川市白井３８３
そ の 他 渋川市社協ボランティアセンター「こもれび」経由か直接連絡下さい。

ボランティア活動保険への加入が必要です。
お問合わせ ℡0279-23-1010（代表）

医療福祉相談室ソーシャルワーカー 山浦

朗読奉仕会 山びこ

朗読奉仕会山びこは、視覚障害者へ向けて市役所や社協等の広報の記事をテープへ吹
き込む活動を行っています。校正を重ね丁寧に作られたテープを視覚障害の方は楽しみに
しています。年に１回、利用者との交流会も行っています。
また、視覚障害を疑似体験する「ブラインドウォーク体験」の指導も行っており、市内
小学校の福祉教育の一環として多くの生徒が体験しています。体験した生徒からはとても
勉強になったとの意見が多く寄せられています。
団体設立から２７年が経つ今なお、精力的に活動をされている団体です。

２

※平成２８年度のボランティア更新をされていない方は、更新手続きをお願いいたします。昨
年度まで登録されていた方も７月末までに更新がない場合は、登録終了とさせていただきます
のでご承知おきください。

※


